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【学校教育目標】 

心身を鍛え、粘り強くやり抜く人 

思いやりにあふれ、情操豊かな人 

志をもち、主体的に学ぶ人 

郷土を愛し、復興・発展を支える人 

 

 

 

 １１月２２日（水）に後期の生徒総会が行われました。 

これまで全校生徒を引っ張ってきた第７７期生徒会執行部からはスロ

ーガンや各委員会の反省が提案され、承認をされました。 

また、引き続き第７８期生徒会執行部からはスローガンや活動計画、

部活動の計画などが提案され、承認されました。 

今後、新生徒会はスローガン「磨穿鉄硯（ませんてっけん）～仲間と共に進化する～」のも

と、「挨拶」「合唱」「学習」「いじめ防止」「奉仕」５つの重点について達成できるよう、

様々な取り組みを行っていく予定です。 

これからも頑張る宇部中生への応援をよろしくお願いします。 

   
 

 

 

 

１１月２１日（火）今年度４回目の図書ボランティア

が開催されました。今回は普段行うことのできない本棚

の清掃を行っていただきました。棚から本を出し、掃い

て、水拭きをして、本を戻すという一連の作業を３名の

ボランティアの方々にご協力頂き、スムーズに進めてい

ただきました。また、清掃後は書架の整理と共に、図書

室の装飾制作もご協力頂きました。新刊図書も続々配架され、充実した図書室になってきまし

た。多くの方々のご協力に感謝申し上げます。 

次回のボランティア開催は翌年に予定しています。今後も多くの皆様のご協力を頂けたらと

思っております。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 
   

１１月１１日（土）～１２日（日）の２日間、宇部市民センタ

ーにおいて町民文化祭が開催されました。以前と全く同様の内容

ではないものの、コロナ禍前に近い形で実施され、本校も展示部

門での参加をさせていただきました。 

希望・努力・理想 



 

 
 

 

 

 

１１月２２日（水）の岩手日報でも既報の通り、今年度

の中学生の「税についての作文」（全国納税貯蓄組合連合

会、国税庁主催）において、３年の滝澤光来さんが書いた

作文「あたたかな心の交流を導く税」で仙台国税局長賞を

受賞しました。この賞は岩手県の審査を通過し、東北地方

において二番目に優れた作品へ授与される賞です。 

そして１１月３０日（木）に久慈税務署長の菊池健様か

ら直接表彰をしていただきました。 

受賞、おめでとうございました。 

 

 

 

 

１１月１４日（火）に発表された今年度の岩手県学校図書館協議会主催の、第69回青少年読

書感想文岩手県コンクールの中学生の部において、３年の滝澤光来さんが課題図書である「人

がつくった川・荒川」（長谷川 敦(著)）に対する感想文『「よりよい暮らし」のための天秤

』で優良賞を受賞しました。久慈地区の中学生課題図書では最も良い結果となりました。おめ

でとうございます。 

 

 

 
   

１１月２３日（木：祝）に授業参観を行いました。

当日は保護者の方々だけではなく、宇部小中学校運営

協議会の委員の皆様５名にもお越し頂き、生徒の様子

をご覧いただきました。 

今の生徒の様子を見ていただき、ＩＣＴ活用の様子

を見ていただいた委員の方からは「自分の時代とは全く違う授業なのに、生徒がしっかり取り

組めているのがとても立派だ」と驚かれていました。 

 

 

 
   

１１月２３日（木：祝）に久慈市中央市民センターにて久慈

市教育振興運動実践交流大会（兼 放課後子ども教室活動者研

修会）が開催されました。当日は本校も含まれている宇部地区

教育振興運動の実践発表が行われ、本校で取り組んでいるハン

ギングバスケットなどの取り組みを広く久慈市にある各教育振興運動の関係者に知っていただ

きました。その後のワークショップにも本校代表のＰＴＡが参加し、様々な意見交流を行いま

した。来年以降の教育振興運動の示唆に富む、有意義な会となりました。 


